








要約:乳幼児アトピー性皮膚炎(AD)の重症度や家族のアレルギー歴と,医療機関の受診や食

物制限の実施状況との関係について検討した。AD の発症率は 34%であった。家族歴と AD

の重症度は無関係であった。AD 児の医療機関の受診は、4か月児 41%,1 歳 6 か月児+3歳児

66%であり,1歳 6 か月児+3 歳児では 34%が食物制限をしていた。AD がより重症の児に,医療

機関の受診も食物制限の実施も多かった。自己判断で食物制限しているものが 34%,悩んで

いるものが 24%おり,今後の課題と思われる。 


